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カーボン構造体、ZnO、TiO2、In2O3

やカリウム挿入ゼオライトなど、磁性

原子を含まない物質の強磁性発現のメ

カニズムの解明は興味深い[1]。今回、

エレクトライド C12A7 において常温強

磁性と思われる磁化特性を得たので報

告する。 

C12A7 は、12CaO・7Al2O3 から構成

されるナノポーラス結晶で、約 0.44nm

の籠が積み重なった結晶構造を持つ。

結晶中に内包されている酸素イオン O
2

－を電子 e
-と置き換えることで電気伝導

性を持つエレクトライド C12A7 が生成

されることで知られている。 

Fig. 1 は SQUID 測定による磁化特性

を表し、300Kでも強磁性を示している

ことがわかる。挿入図は磁場 500G にお

ける 10K から 400K まで温度変化させ

た磁化を示す。図より、強磁性の転移

温度が 600K前後であると推測できる。 

Fig. 2 は C12A7 のラマン散乱スペク

トルで、ピークの位置や線幅から、結

晶性や構造がエレクトライド化によっ

て大きく変化することが示唆される。 

発表では、X 線回折測定結果も含め

結晶構造変化について言及し、常温強

磁性のメカニズムについて議論する。 

参考文献：1. See, for example, R.J. Green 

et al., Phys. Rev. B 86, 115212(2012).  

 

Fig. 2 常温でのラマンスペクトルを示す．ここで、

（A）as-is C12A7 結晶、（B）エレクトライド C12A7

を 5時間大気中で再加熱したサンプル、（C）800℃、

24時間焼成したエレクトライド C12A7、（D）800℃、

7日間焼成したエレクトライド C12A7 である。 

 

 

 

Fig. 1 SQUID を用いて 10K, 100K, 300K で測定したエ

レクトライド C12A7 の磁化特性を示す。サンプルは金

属 Ca とともに真空中で 800℃、7日間焼成により作成

した。挿入図はそのサンプルを 500Gの磁場で、10K

から 400Kまで温度変化させた磁化を示す。 
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